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実践報告 

「協議体と生活支援コーディネーターの活躍の実際」 

仙台市鶴ケ谷地域包括支援センター 西谷芽衣さん 
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実践報告 

「協議体と生活支援コーディネーターの活躍の実際」 

能美市九谷町地区委員会 太田俊之委員長・福祉推進員 
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コーディネーター  

一般社団法人医療介護福祉政策研究フォーラム 中村秀一理事長 

[ 質疑応答のあと ] 

もっと続けたいのですが、わたしの持ち時間の制約がありますので、これで質疑は終

わらせていただきます。 

協議体と生活支援コーディネーターの整備の実際ということですが、２７年、２８年、

２９年にこういうものをつくるようにということが法律改正でもありますし、今年度始

まって半年で、きょう４人の方の実践報告の中でもまだ始まったばかりということはあ

ったと思いますが、先頭ランナーとして貴重な困難な状況での報告をしていただいた。

そういう点で４人の方々に感謝したいと思います。 

 お話を聞いていると、こういうふうに先頭をきって走っておられるということは、そ

れぞれに積み重ねがあっての上で、２０年来のあるいは平成１１年からの積み重ねの上

で、それぞれの地区でファーストランナーとして走っておられる。そう考えると、われ

われ自分の地域はそういう意味ではちょっと思っておられる方もあるかもしれません。 

いま置かれている状況は、そういう中で制度としてはこの３年間にやらなければなら

ないわけで、アクセルを踏むことは要請されている。しかしもう少し丁寧に積み重ねを

したい。そう考えると、中長期的に５年後、１０年後、２０年後を考えて、そのための

種をいま播く。いま十分にはできないけれど播く。子育てほかの事業もあるし、国のお

かねも一層二層にしか出ないし、そういったさまざまな制約があるかと思いますが、今

日の話を聞いていて、先を見越した取り組みが大事だなと、そういった意味では中長期

的にどういう地域をつくるのか、その方針を立てたら、いまやるべきことはさまざまな

制約のもとで苦しいわけですけれど、その方向でいけばかならず将来そこにたどりつく

ということでやっていく必要があるのではないかなと、実践報告をお聞きしながら思っ

た次第です。 

２０００年４月に介護保険が始まりました時には給付の７２％は施設介護で、在宅ケ

アは２８％しかなかった。３．６兆円で始まった介護保険は今日、１０兆円になってお

りまして、その中で施設費用は３５％まで落ち、残りは全部在宅・居宅介護が増えてい

る。そういった意味では、地域で支える力がずっと充実してきています。その土台の上

に立って、公助だけでは足りない、やはり共助・互助の支え合いで地域づくりをする。 

お話を聞いていると、地域づくりというのは福祉のしごと、介護保険のしごとをする

ことに聞こえる部分もありますが、いま世の中で求められているのは、地域創生とかそ

ういうことでも、消えてしまわないような地域をつくっていくこと。その中核が介護・

福祉・子育て・医療ではないか。そういういうふうに考えられる。高齢社会網を維持す

る視点だけではなく、地域をつくるなかで中心的役割をはたすのが、福祉・医療・介護・

子育てではないか、そういう視点に立って進めていく。 
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そうだとすると、いわゆる福祉のプロだけが集まるのではなくて、町を構成している

人みんなに入ってもらって、介護・福祉のことを考え参加してもらう。それが求められ

ている方向ではないか。介護保険の制度改正は、それに向けてのひとつのささやかな制

度改正で、しかし重要な制度改革である、新しい社会、地域をつくっていくひとつの推

進力である、そう考えて取り組んでいく必要があるのではないか。ということをコーデ

ィネーターの特権として、この実践報告のセッションの総括とさせていただきまして、

終わらせていただきます。 

どうもありがとうございました。 

 

 

 

 


